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営農型太陽光発電 (Agrivoltaic system, ソーラーシェアリング)

…同じ土地で発電と営農を同時に行う

利点
●電力の低炭素化
●営農者の収益向上
●土地利用効率の改善
森林等を破壊しない太陽光発電
&不利条件でも採算がとれる農業

課題
●発電と農業のバランス
●景観への影響
●社会受容性
売電収益重視の低コスト太陽光発電
&農地利用のための”形だけ”農業
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1982年、Goetzbergerと
Zastrow(独・Fraunhofer)
によって提唱された。

営農の適切な継続等を条件に、
制度面での優遇もあることから、
近年日本で急速に事例が

増えている。

2025年度はグローバ
ルな活動とローカル
な活動を実施しまし
た。

2025年度は、京都府下で実施されている営農型太陽光
発電の課題等を導⼊検討⾃治体の皆さんと調査しまし
た。

学術・産業・⾃治体が連携し
⾼度な研究の中での⼈材育成

2023年度・2024年度の成果を踏まえて、2025
年度も様々な国際的な研究成果を発表
（Agronomy impact facot 3.7 Citescore 5.2)

タイの学⽣と本学の学⽣が、農業国タイの営農型太陽光発電(Agrivoltaics)の調査を
実施し、タイの現地で英語で発表化を実施しました。


